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閑喜 美史（会長）、岡田 由紀（副会長）、

重永 晃太郎 、登田 悠紀、鳥山 茂 、成瀬 修

令和7年度　大阪府立高槻支援学校　第2回　学校運営協議会議事録

府立　　高槻支援学校

赤木　瑞枝

開催日時 令和　７年　11月　11日（火）　　１０:００　　～　１１:４５　　

ｎ　

令和7年　２月　10日（火）10：00～

本校図書室

出席者(学校・事務局） 赤木校長、矢田教頭、東教頭、中野首席、東郷首席、奥平首席、田中良平進路指導主事

傍聴者 なし

議題等(次第順）
１　授業見学
２　校長あいさつ
３　事務局からの報告事項
　　①保護者からの意見について
　　②令和7年度学校経営計画の進捗状況
　　③令和7年度の使用教科用図書について
　　④令和7年度学校教育自己診断について
　　⑤高等部3年生の進路希望状況について
４　校長あいさつ
５　次回の案内

協議内容・承認事項等（意見の概要）

協議資料
次第、学校運営協議会実施要項、令和７年度学校経営計画及び学校評価、
令和７年度使用教科用図書一覧、学校教育自己診断項目一覧、高３進路指導状況一覧

備考

上記について報告等をおこない、各委員から次のような質問・意見等をいただいた。
（　　）内は事務局の回答。
①保護者からの意見書については提出なし。
②学校経営計画について（学校長より）
・今年度、強度行動障害コンサルテーションの対象校になった。生徒の支援方法をまとめた臨時号を作成して校内に向けて共有していく。
→環境整備の方法など、どういったことをしてもらっているのか？コンサルテーションをする前としたあとで、新たな気づきはあった？
（対象生徒２名の授業の活動の様子などを全て見てもらい、指導した学年に対する理解と全体に対するアドバイスをもらっている。　ポジティ
ブ行動支援がうまくいっていると思いながらも、合っているとアドバイスをいただくことで自信になる。）
③教科書について（教頭より）
・小学部については、指導と評価の年間計画（シラバス）を作成して、それに沿った６年間の系統性を意識した選定をしている。以前に比べ
て、星本や検定本の使用が増えた。
→小学部国語について、小３と小４、小５と小６が同じグループで実施しているのか？国語としての選定は一冊になるため、先生方がご苦労
されているだろう。ここで検定本や星本などは使いにくいのか？
（以前は星本を使っていたこともある。シラバスの形ができてくるにつれて、内容を見直した際に、より使いやすいものを選定している。）
・中学部はグループ分けして授業展開をしているため、シラバスに基づいてより授業がしやすい教科書を選んでいる。小学部と同様、星本や
検定本の使用が増えている。
→中学部の道徳は、九条本で３学年授業をされているのか？あれだけ道徳教育推進などやっている中で、現場としては教科書よりも実際の
子どもたちに合った本の方がいいのか？
（道徳をされる教員で、生徒の実態に合わせて使いやすいものを選んでいる。）
・高等部は暮らしに役立つ将来自立に向けた教科書も取り入れている。
→高等部では「世の中ルールブック」「飯が食えるような大人になる」など、子どもたちが馴染みやすい本を選んでいる。中高の道徳の授業も
系統立てて考えられているのが分かる。
④学校教育自己診断について
・R6年度の学校教育自己診断の分析結果から、保護者の方の「わからない」という回答が特に多かった質問項目二つ(共通の質問の③と⑤)
について変更予定。③は「ＩＣＴ」という文言を「パソコンやタブレット等」と、より分かりやすく具体的に変更をする。⑤は「ＯＪＴ」という言葉が一
般的にわかりづらいのでこれに関しては削除をする。
→削除した項目（⑤）について、内容としては必要で大事なことであり、学校として実際には行っていることであると思う。学校で取り組んでい
ることであるが質問として出さないということであれば、その旨何らかの方法で伝えられないか、検討いただければ。
⑤高等部3年生の進路指導状況について
・11/11現在、39名中31名が決定している。今年度の特徴としては、就労継続支援Ｂ型が一番多く、15名。また、進路希望先を見ると、距離的
に広範囲になっている。
→進路先として、広い範囲（距離的に遠いところ）に広がっているという特徴があるのか？
（近年は、活動内容というよりも、通いやすいところ、近いところということを優先的に考えておられる場合が多いと感じていた。今年度が特徴
的で広い範囲での進路先になっている。）
→支援学校にいる間はつながりがあるが、長期欠席等の場合など、卒業後や保護者が高齢になるとつながりが途切れてしまうことがある。
学校としても卒業後も見守っていただける状態があればありがたい。
→なかなか学校に通いにくい生徒さんというのは、保護者が積極的じゃないから？本人が来たがらない？
（感覚的には、本人の思い・意思を大切にしている保護者の方が多いように感じている。）
→進路先としては高槻市内が多い？
（９０％高槻市内。高槻市は充実している。求人が多い。）


